
１２

　
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は

が
き
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま

で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
５
月
号
の
「
短
歌
」
は
３
月
　
日

、
６
月

３１

号
の
「
俳
句
」
は
４
月
　
日

、
７
月
号
の

３０

「
川
柳
」（
宿
題
「
引
き
分
け
」）
は
５
月
　
日


３１

ま
で
に
応
募
（
い
ず
れ
も
必
着
）
し
て
く
だ
さ

い
。
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＝
秀
句
＝

な
つ
か
し
や
金
釘
流
の
年
賀
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
町
　
　
　
　
土
井
　
清
子

∧
選
評
∨
字
を
見
て
の
思
い
を
金
釘
流
と
読
み
切
っ

て
し
ま
え
ば
、
俳
句
で
は
無
く
な
る
。
上
五
へ
 な
  つ
 

・
 
・

 か
  し
  や
 と
据
え
た
こ
と
が
、
正
し
い
俳
句
を
成
し
、

・
 
・
 
・

読
者
に
そ
の
内
な
る
思
い
を
、
読
み
と
ら
せ
る
。
そ

の
作
句
力
が
秀
句
を
成
立
さ
せ
た
。

何
も
彼
も
身
近
に
置
き
て
冬
籠
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
陽
台
　
　
　
今
西
　
尚
子

着
ぶ
く
れ
て
押
し
問
答
の
中
に
居
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
動
ケ
丘
町
　
景
山
　
睦
子

売
店
に
絶
間
な
き
客
冬
ぬ
く
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
動
ケ
丘
町
　
安
倍
　
葉
子

か
る
た
初
め
 古
 へ
人
の
優
雅
な
る

い
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
田
林
町
　
　
　
　
錦
　
幸

呑
み
干
し
て
金
一
滴
の
下
弦
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
手
町
　
　
　
笹
原
　
秀
計

仏
像
の
全
て
福
耳
冬
座
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
美
ケ
丘
町
　
鶴
田
　
祐
子

セ
ピ
ア
色
な
す
は
祖
父
な
り
春
め
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
　
者
　
詠

※
４
月
号
は
「
川
柳
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
２
月
　
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。

２９

頂
点
　
日
原
　
輝
子
選

　
今
月
の
詠
題
「
当
季
雑
詠
」

　１月２１日に１００歳の誕生日を迎え

られた丹羽　光さんを訪問しまし

た。折り紙で箱を作ったり、運動を

楽しまれたりしておられるそうです。

　わが家のアイドル（対

象年齢は４歳未満、兄

弟・姉妹と一緒に写って

いる写真でも可）は、写

真の裏に、名前（ふりが

な）と撮影時の年齢（月

齢）を記入し、メッセー

ジ（20字程度）を添え

て、封書で左記の宛先

まで応募してください。なお、今応募された

場合、掲載は約２カ月後になります。

宛先

100歳おめでとうございます！

　２月７日に１００歳の誕生日を迎え

られた辻　マサノさんを訪問しまし

た。皆さんからお祝いされ、大変喜

ばれておられました。

本町　

　中上　 陽  翔 ちゃん（１歳）
はる と

わが家のたからもの

元気で大きく育ってネ

山中田町　

　藤田　 莉  子 ちゃん（１歳６カ月）
り こ

　　　　 蓮  大 ちゃん（３歳１０カ月）
れ お

兄妹２人いつまでも仲良く、元気に

育ってね

 わ が 家
の ア ド ル

イ

喜志町　

　八木橋　 月  香 ちゃん（２歳８カ月）
つき か

天真 爛  漫 でいつも楽しそうな月香♪
らん まん

皆に可愛がられて大きくなってます♪



１３

取り組みを通じて、仲間とともに

　学校にとって、３月は年度を締めくくる重要な月

です。１年間のまとめとして、学習についてはもち

ろんのこと、これまで支え合ってきた友達とのつな

がりについても振り返ります。特に最上級生は、卒

業式に向けて自己の成長を振り返る大切な時期です。

●仲間のことを考えて行動する

　ある市内の小学校を訪問したときの出来事です。

支援学級に在籍している児童が、郵便マークの書か

れた紙袋を持って職員室に来ました。配布物を取り

に来ているのですが、同じクラスの児童が後ろで

そっと見守っていました。「何か困ったことがあれ

ば、そっと支えるよ」という様子でした。周りの児

童が、障がいのある仲間の個性を把握し、考えて行

動していることが見てとれました。

　障がいのある児童を含めた学級学年集団が、小学

校６年間でとても成長したことがよく分かる光景で

した。これまで関わってきた教職員が、一人一人の

成長を考え、取り組みへの参加の仕方や周りの児童

の関わり方について協議して取り組んできたこと

で、全ての子どもたちが自信をつけ、個々はもちろ

ん、集団としても成長しているのだと思います。

●障がいの有無に関わらず、支え合いながら暮らし

ていける社会の中心として

　さて、２８年４月１日より「障害者差別解消法」が

施行されます。この法律では、「障がい者の権利を保

障するために、社会的障壁の除去の実施について必

要かつ合理的な配慮をするように努めなければなら

ない」と規定されています。

　本市においては、これまでも支援を必要とする児

童・生徒の教育的ニーズに応じて教育活動をしてき

ましたが、同法により、これまでの取り組みの必要

性が明文化されたということになります。今後は、

一人一人の教育的ニーズに対応していくことはもち

ろん、子どもたちの障がい理解（心のバリアフリー）

を深める取り組みもさらに力を入れる必要がありま

す。周りの子どもの関わりにぬくもりがあること

で、全ての子どもたちが、学習活動に参加している

実感・達成感を持ち、充実した時間を過ごしつつ、

生きる力を身に付けていけると考えています。

　明日を担う子どもたちが、障がいの有無に関わら

ず、支え合いながら暮らしていくという共生社会の

中心として成長できるよう、学校はもとより全ての

大人で見守っていくことが大切ではないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　教育指導室（内線３６４）

株
式
会
社
創
立
の
願
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
そ
し
て
　
年
２
月
、
よ
う
や
く
河

２９

陽
鉄
道
の
創
立
と
開
業
の
免
許
が
お

り
、
同
年
　
月
５
日
に
道
明
寺
天
満

１２

宮
で
起
工
式
が
執

り
行
わ
れ
、　

年
３１

４
月
　
日
、
つ
い

１４

に
柏
原
・
富
田
林

間
が
開
通
し
、
営

業
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　
開
通
日
に
は
、
周
辺
の
町
や
村
か

ら
多
く
の
人
た
ち
が
富
田
林
駅
に
集

ま
り
、
餅
ま
き
や
花
火
、
相
撲
な
ど

を
し
て
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、　

年
の
計
画
当
初
の

２６

路
線
図
で
は
、
石
川
に
沿
っ
て
鉄
道

が
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
「
河
陽
鉄

道
株
式
会
社
目
論
見
書
」
か
ら
分

か
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
現
在
の

ル
ー
ト
と
は
異
な
り
、
東
高
野
街
道

の
東
側
を
通
っ
て
い
る
の
で
す
。
結

局
こ
の
路
線
で
は
な
く
現
在
の
近
鉄

線
の
路
線
で
計
画
が
進
め
ら
れ
た
の

で
す
が
、
計
画
当
初
は
　
年
の
鉄
道

２４

馬
車
敷
設
計
画
と
同
じ
ル
ー
ト
で
計

画
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
当
時
の
目
論
見
書
や
路
線
図
を
国

立
公
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」〔h

ttp
s
:/
/
w

w
w
.d
ig
ita
l.a
rc
h
iv
e
s.g
o
.jp
/

〕
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
石
川
に
沿
っ

て
鉄
道
が
描
か
れ
て
い
る
路
線
図
を

見
な
が
ら
、
そ
の
路
線
図
で
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
た
場
合
の
富
田
林
の

姿
を
想
像
し
て
み
る
の
も
面
白
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
文
化
財
課（
内
線
５
０
７
）

富
田
林
に
鉄
道
が
き
た

　
明
治
　
年
（
１
８
８
９
年
）
５
月

２２

　
日
、
大
阪
鉄
道
（
現
Ｊ
Ｒ
関
西
線
）

１４の
湊
町
（
現
Ｊ
Ｒ
難
波
駅
）・
柏
原
間

が
開
通
し
ま
し
た
。
鉄
道
の
開
通
に

よ
っ
て
柏
原
は
南
河
内
の
人
た
ち
が

大
阪
市
内
へ
出
る
玄
関
口
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
鉄
道
に
乗
る
に
は

自
分
の
村
か
ら
徒
歩
や
人
力
車
で
柏

原
に
出
る
必
要
が
あ
り
、
柏
原
か
ら

離
れ
た
村
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
不

便
で
し
た
。

　
そ
こ
で
　
年
、
柏
原
・
富
田
林
間

２４

で
鉄
道
馬
車
の
敷
設
が
計
画
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
石
川
の
堤
防
の
上
に

レ
ー
ル
を
敷
い
て
軌
道
と
し
、
８
人

乗
り
の
客
車
を
馬
に
引
か
せ
る
と
い

う
も
の
で
し
た
が
、
出
願
の
運
び
ま

で
き
て
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
年
、
富
田
林
の
有
力
者
た
ち
が

２５
中
心
と
な
っ
て
大
阪
鉄
道
の
平
野
ま

た
は
八
尾
か
ら
富
田
林
、
三
日
市
、

橋
本
を
経
て
和
歌
山
へ
通
じ
る
鉄
道

を
敷
設
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
し

た
。
河
内
線
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の

路
線
は
、
同
年
６
月
に
公
布
さ
れ
た

鉄
道
敷
設
法
に
よ
る
計
画
路
線
を
誘

致
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
し
た
が
、

当
時
の
政
府
の
方
針
と
は
合
わ
ず
、

挫
折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
　
年
に
は
、
柏
原
・
長
野

２６

間
に
鉄
道
を
敷
設
す
る
計
画
が
立
て

ら
れ
、　

年
７
月
、
国
に
河
陽
鉄
道

２７

明治４０年代明治４０年代のの富田林駅富田林駅


